





本論文では、塩類耐性を付与する根部エンドファイト dark septate root endophytic fungi 
(DSE)を利用したトマト栽培に関する研究を行った。一般的に植物の生育に障害が生じる
NaCl 濃度 100 mM 条件下で宿主植物の生育促進効果が認められた Cladophialophora sp. 
EUCL1およびPhialocephala sp. EUPH1を供試した。まずFusarium oxysporum f. sp. lycopersici
によって引き起こされるトマト萎凋病菌に対する抑制効果を求めた。その結果、
Phialocephala sp. EUPH1 が同病を効果的に抑制することが明らかとなった。次に同 DSE 菌
株を供試して塩ストレス環境下でトマト栽培を行った。その結果、対照区のトマトの 50%
が枯死する条件で、同 DSE 接種区のトマトは、生存率が 90%まで向上した。さらに、同 DSE
接種区でトマト果実の収穫量が増加した。一方、Cladophialophora sp. EUCL1 が
Cladophialophora 属菌の新種であることを明らかにし、Cladophialophora inabaensis E. Usui, 
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 最終試験は、平成２８年６月３０日に茨城大学農学部にて、学位論文の公開発表に引き
続き、論文審査委員により行われた。最終試験では学位論文の専門領域に関する質疑応答
がなされた。その結果、本審査委員会は臼井 絵里香君が自立して研究を進めることがで
きる学力と見識を有しており、博士（農学）の学位を授与するに足る資格があると認め、
最終試験を合格と判定した。 
 
